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営農第一課から TEL73－9616
営農ニュース

FARMING NEWS
営農ニュース

FARMING NEWS

水

　稲

大

　豆

❷
出
芽
管
理

代
か
き
、
ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン
の
田
植
え
に
つ
い
て

❸
育
苗
管
理

※
転
作
跡
地
で
の
施
肥
の
注
意
点（
ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン
の
場
合
） ３

月
中
〜
下
旬

【
太
陽
シ
ー
ト
・
健
苗
シ
ー
ト
共
通
】

低
温
時
・
日
射
量
が
少
な
い
時
期
の
ポ
イ
ン
ト

●
ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン
の
田
植
に
つ
い
て

❶
播
　
種

　今
月
よ
り
ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン
の
播
種
、
育
苗
が
始

ま
り
ま
す
。
売
れ
る
米
づ
く
り
は
良
い
苗
作
り
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
各
品
種
左
記
の
日
程
を
参
考
に

作
業
計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
天
候
に
応

じ
て
適
切
に
管
理
し
、
健
苗
育
成
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

◆
緑
化
期
（
1
・
5
葉
期
く
ら
い
ま
で
）

・
か
ん
水
は
朝
に
満
遍
な
く
た
っ
ぷ
り
と
行
う
。

（
伸
ば
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
）

・
ハ
ウ
ス
内
の
適
温
は
20
℃
〜
25
℃（
夜
間
は

10
℃
を
下
回
ら
な
い
よ
う
保
温
す
る
）

◆
硬
化
期
以
降
（
1
・
5
葉
期
以
降
）

・
基
本
、
か
ん
水
は
朝
に
た
っ
ぷ
り
と
行
う

　（
※
気
温
が
高
い
・
風
が
強
い
日
は
昼
過
ぎ
に

追
加
か
ん
水
）

・
ハ
ウ
ス
内
は
最
高
20
℃
最
低
10
℃
ま
で
徐
々
に

下
げ
て
健
剛
な
苗
に
仕
上
げ
る
。

※
昼
間
は
30
℃
を
上
回
ら
な
い
よ
う
十
分
換
気

を
行
う
（
夜
間
は
10
℃
を
下
回
ら
な
い
よ
う

保
温
す
る
）

　
箱
全
体
の
４
割
程
度
、

覆
土
の
上
に
５
〜
10
㎜

の
芽
が
見
え
た
ら
太
陽

シ
ー
ト
を
除
覆
す
る
。

※
出
芽
後
、
急
に
強
い

光
に
当
て
る
と
白
化

苗
を
生
ず
る
の
で
日

射
の
強
い
日
に
は
注

意
す
る
。

●
長
期
間
低
温
に
な
る
と
、
カ
ビ
が
発
生
す
る

こ
と
が
あ
る
た
め
、
一
時
的
に
シ
ー
ト
を
除

覆
し
、
地
温
を
あ
げ
る
。

●
ハ
ウ
ス
中
央
部
と
周
辺
部
の
苗
箱
の
入
れ
替

え
実
施
。

1
．
今
後
天
候
が
良
く
な
る
に
つ
れ
、
ハ
ウ
ス
内
の

温
度
は
午
前
中
の
間
で
も
急
激
に
上
昇
し
ま
す
。

　
天
候
を
考
慮
し
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
が
上
が
り
す
ぎ

な
い
よ
う
注
意
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

2
．
体
感
温
度
で
は
な
く
必
ず
『
温
度
計
』
を
使
用

し
て
温
度
管
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　（
温
度
計
の
位
置
：
ハ
ウ
ス
中
央
部
の
育
苗
箱
か

ら
５
〜
10
㎝
程
度
上
部
）

3
．
健
苗
シ
ー
ト
（
白
色
）
を
使
用
し
て
い
る
方
は

急
激
に
温
度
が
上
が
り
や
す
い
の
で
、
温
度
管
理

に
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

4
．
徐
覆
後
２
〜
３
日
は
発
根
を
促
進
す
る
た
め
に
、

か
ん
水
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
濁
水
の
流
出
防
止
の
観
点
か
ら
、
左
記
の
こ
と
を
注
意
し
て
代
か
き
を

行
っ
て
下
さ
い
。

4
年
産
　
生
育
・
収
量
概
況

　
播
種
作
業
は
6
月
上
旬
か
ら
始
ま
り
、
播
種
後
の
出
芽
も
良
好
で
初
期
生
育
は
順
調
で

し
た
。

　
7
月
23
日
以
降
、
ま
と
ま
っ
た
降
雨
が
な
く
、
か
ん
水
の
実
施
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
病
害
虫
で
は
、
病
害
虫
発
生
予
察
情
報
（
9
月
6
日
発
表
）
に
て
、
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ

が
平
年
並
み
〜
や
や
多
い
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
適
期
防
除
に
努
め
大
き
な
被
害
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
平
年
に
比
べ
、
落
葉
期
が
早
く
成
熟
期
も
早
く
な
り
11
月
5
日
よ
り
施
設
で
の
荷
受
を

開
始
し
ま
し
た
。
収
穫
期
の
天
候
に
恵
ま
れ
、
収
穫
作
業
も
順
調
に
進
み
12
月
9
日
に
荷

受
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
4
年
産
は
台
風
の
影
響
等
も
あ
り
粒
大
が
小
さ
か
っ
た
も
の
の
、
収
量
は
平
年
並
と
な

り
ま
し
た
。

　
4
年
産
大
豆
平
均
単
収
：
1
5
7
㎏
/

10
ａ（
3
年
産
1
1
3
㎏
/

10
ａ
）

　
大
豆
跡
、
地
力
増
進
作
物
跡
は
基
肥
を
半
分
以
下
に
減
量
（
基
肥
一
発
型
肥
料
の
場

合
は
10
㎏
／
10
a
減
肥
）
し
、
園
芸
作
物
跡
は
基
肥
を
田
植
え
時
に
は
施
用
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
そ
の
後
の
葉
色
の
濃
さ
、
分
げ
つ
数
な
ど
を
確
認
し
、
足
り
な
い
よ
う
で

あ
れ
ば
５
月
下
旬
に
燐
加
安
4
0
3
を
10
a
あ
た
り
10
㎏
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
転
作
跡
で
は
、
葉
色
、
分
げ
つ
の
様
子
を
見
な
が
ら
肥
料
を
施
用
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。 ①

あ
ぜ
塗
り
・
畦
畔
の
補
修
に
よ
る
漏
水
防
止
。

②
で
き
る
限
り
浅
水
状
態
で
代
か
き
を
行
う
。

③
水
田
ハ
ロ
ー
を
使
用
し
た
代
か
き
。

④
初
期
除
草
剤（
ピ
ラ
ク
ロ
ン
な
ど
）を
田
植
え
前
に
使
用
し
な
い
。

（
斐
川
町
自
主
規
制
）

⑤
田
植
え
時
に
強
制
落
水
を
し
な
い
。

⑥
基
肥
は
で
き
る
だ
け
側
条
施
肥
を
行
う
。

田
植
時
期
：
４
月
20
〜
25
日

　
　
　
　
　
　（
植
付
本
数
：
２
〜
３
本
　
　
植
付
株
数
：
60
株
／
坪
）

基
　
肥
　
量
：
オ
リ
ザ
４
６
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
30
㎏（
全
層
施
肥
は
35
㎏
）／
10
a

一
発
型
肥
料
：
ワ
ン
オ
ー
ル
６
４
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
50
㎏（
全
層
施
肥
は
60
㎏
）／
10
a

注
意
点

◆
太
陽
シ
ー
ト
除
覆
の
タ
イ
ミ
ン
グ

◆
健
苗
シ
ー
ト（
白
色
）被
覆
に
よ
る
出
芽

特徴

※等級比率は端数処理をしている為、計が一致しない場合
があります。

単位：袋／30kg

地
温
を
上
げ
や
す
い
が
晴
れ
る
と
急

激
に
温
度
が
上
が
る
の
で
特
に
注
意

す
る

3月1～10日頃
3月20日～4月10日頃
4月10～25日頃
4月10～25日頃

30～40日
25～30日
25日
25日

4月20～25日
5月3～15日
5月15～30日
5月15～30日

ハナエチゼン
つ や 姫
コシヒカリ
きぬむすめ

ハナエチゼン
つ や 姫
コシヒカリ
きぬむすめ

18箱／10a
15～18箱／10a
15箱／10a
18箱／10a

60株／坪（株間18cm）
50～60株／坪（株間21～18cm）
50株／坪（株間21cm）
６０株／坪（株間18cm）

種 子

0

241

0

241

1.7%

１等

2,576

3,590

423

6,589

45.3%

２等

2,834

781

0

3,615

24.9%

３等

1,268

614

145

2,027

13.9%

特 加

946

800

0

1,746

12.0%

規格外

166

150

0

316

2.2%

合 計

7,790

6,176

568

14,534

100.0%

サチ
ユタカ

合 計

割 合

タマ
ホマレ

フク
ユタカ

斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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※等級比率は端数処理をしている為、計が一致しない場合
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単位：袋／30kg

地
温
を
上
げ
や
す
い
が
晴
れ
る
と
急

激
に
温
度
が
上
が
る
の
で
特
に
注
意

す
る

3月1～10日頃
3月20日～4月10日頃
4月10～25日頃
4月10～25日頃

30～40日
25～30日
25日
25日

4月20～25日
5月3～15日
5月15～30日
5月15～30日

ハナエチゼン
つ や 姫
コシヒカリ
きぬむすめ

ハナエチゼン
つ や 姫
コシヒカリ
きぬむすめ

18箱／10a
15～18箱／10a
15箱／10a
18箱／10a

60株／坪（株間18cm）
50～60株／坪（株間21～18cm）
50株／坪（株間21cm）
６０株／坪（株間18cm）

種 子

0

241

0

241

1.7%

１等

2,576

3,590

423

6,589

45.3%

２等

2,834

781

0

3,615

24.9%

３等

1,268

614

145

2,027

13.9%

特 加

946

800

0

1,746

12.0%

規格外

166

150

0

316

2.2%

合 計

7,790

6,176

568

14,534

100.0%

サチ
ユタカ

合 計

割 合

タマ
ホマレ

フク
ユタカ

斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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グリーンセンターから TEL 73-9070

営農企画課から TEL 73-9615

資材課から TEL 73-9619

資材課および配送センター臨時休業のお知らせ資材課および配送センター臨時休業のお知らせ

３月３０日（木）午後～３月３１日（金）終日 総務課から TEL 73－9603

組合員・利用者
のみなさまへ

　平素は当ＪＡの事業活動にご理解、ご協力を賜り、誠にありがとうございます。
　職員による訪問活動（外勤）については、その時点の島根県や出雲市の状況を踏まえつつ、
場合によってはポスト等への投函をもって訪問に換えさせていただくことがあります。
　ご不便等おかけし、誠に申し訳ございませんが、昨今の状況を鑑み、何卒ご 了解いただき
ますよう、よろしくお願い申し上げます。

新型コロナウイルス感染防止を踏まえた
訪問日の対応について

斐川地区本部運営委員会情報斐川地区本部運営委員会情報
報告事項 （１）令和４年産米販売進度について

（２）貯金・貸出金実績について（令和５年１月末）
（３）主要実績一覧表（令和５年１月）について

2月24日開催

野菜づくり講座
　　受講生募集について
野菜づくり講座
　　受講生募集について

ＪＡしまね斐川地区本部では、将来的に産直市場への出荷や野菜づくりに取り組んでみたい方を対象に実習
圃場を利用して実際の栽培管理から収穫まで行う野菜づくり講座を開催します。ご興味ある方はお気軽にお
問い合わせ下さい。

お申し込み 及び 問合せ先：JAしまね斐川地区本部営農部 営農企画課
TEL（0853）73-9615　FAX（0853）73-9074

講座期間

場　　所

対 象 者

内　　容

募集定員

申込方法

申込締切

受講費用

20名
（コロナウイルス感染症予防対策を講じて開催
します）
受講を希望される方は、ＪＡしまね斐川地
区本部営農企画課（TEL 73-9615）まで
直接お申し込み下さい。
※定員を超える場合は先着順とさせていただ
きますのでご了承ください。

2023年5月8日（月）
5,000円

（全11回分、資料作成代、 実習経費）

2023年5月～ 2024年3月
（月1回程度の開催）
JAしまね斐川地区本部および実習圃場
基礎的な野菜づくり実習を希望される
斐川町内に在住の方
 ※農業初心者向けの講座です。

1 座学講座
野菜の栽培基礎、肥料・農薬の使い方、
収穫、出荷・商品づくり
2 実習（講座期間を通じて実習圃場を利用）
畑の作り方、作物の栽培管理、
収穫・調整作業、出荷・販売など

令和5年 3月20日（月）14：00～と  き

・出荷者協議会の会員になるためには
・活動内容についての説明 ※お気軽にお電話でお問い合わせください

内  容

JAしまね斐川地区本部 営農総合センターところ

新規会員
説明会野菜等出荷者協議会野菜等出荷者協議会 ご自宅でできた自慢の

野菜・花・果物などを、
自分のペースで出した
い時に出しながら、仲間
と楽しく元気に活動し
ています

広域玉葱調製保管施設作業員募集広域玉葱調製保管施設作業員募集

棚卸の為、３月３０日（木）午後～３１日（金）終日お休みさせていただきます。期間中、
資材の受け渡しや配達を行いませんので、ご利用される方はお早めにお願いいたします。
棚卸の為、３月３０日（木）午後～３１日（金）終日お休みさせていただきます。期間中、
資材の受け渡しや配達を行いませんので、ご利用される方はお早めにお願いいたします。

勤 務 場 所　出雲市斐川町三分市１８９２
　　　　　　ＪＡしまね広域玉葱調製保管施設
業 務 内 容　（１）玉葱荷受作業
　　　　　　（２）５００ｋｇ鉄コンテナ移動・積上作業（フォークリフト使用）
　　　　　　（３）２０ｋｇ野菜コンテナ積下作業
　　　　　　（４）５００ｋｇ鉄コンテナ崩し作業
雇 用 期 間　令和５年５月中旬～令和５年９月末頃
就 業 時 間　８時３０分～１７時３０分
休　　　日　週休２日制　（日曜日・火曜日）
年　　　齢　不問
必要な資格　フォークリフト運転技能講習終了者
時　　　給　１，０００円
募 集 人 員　２名

※詳しい内容は下記までお問合せ下さい。
お問い合わせ先
　ＪＡしまね斐川地区本部
　営農第二課　金山　渡部
　0853-73-9617

（４）斐川地区本部機構及び人員配置等の変更
　　　について
（５）斐川地区本部業績還元について

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ
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ニュース トピックスニュース トピックス

矢野組合長のあいさつ

お手本で調理手順の確認 鍋の材料を切り分けて

鍋に盛り付け煮込みます

鶏肉は皮から焼いて

鍋のスープを作ります だいたい煮えたかな？

坪内議長による議事進行

令
和
５
年
度
の
農
業
振
興
方
策
を
共
有

　
　
　
　
　
全
役
職
員
　
農
業
振
興
大
会
開
催

　
２
月
２
日
と
３
日
、
斐
川
地
区
本
部
の
全
役
職
員
（
正
職
員
）
お
よ
び
運
営

委
員
を
対
象
に
、
令
和
５
年
度
の
斐
川
地
域
の
農
業
振
興
方
策
等
に
つ
い
て
学

習
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
農
業
振
興
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
内
容
と
し
て
は
、
２
月
３
日
か
ら
10
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
る
冬
期
営

農
座
談
会
の
内
容
に
関
連
し
、「
米
を
巡
る
情
勢
」「
園
芸
品
目
の
取
組
み
」「
事

業
承
継
の
取
組
み
」「
斐
川
地
域
農
業
基
本
構
想
」
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　「
園
芸
品
目
の
取
組
み
」
に

つ
い
て
は
、
広
域
玉
葱
調
製
保

管
施
設
の
稼
働
に
伴
い
、
製
品

率
が
向
上
し
黒
か
び
病
の
発
生

量
も
減
少
し
て
い
る
こ
と
。
玉

ね
ぎ
栽
培
に
お
い
て
も
、
乗
用

定
植
機
２
台
や
、
収
穫
に
お
け

る
大
規
模
体
系
２
台
・
中
規
模

体
系
３
台
の
機
械
化
一
貫
体
系

が
整
い
、
こ
れ
ら
を
貸
出
機
と

し
て
利
用
い
た
だ
き
、
初
期
投

資
の
削
減
と
労
力
の
軽
減
を
図

る
こ
と
で
、
斐
川
地
域
で
の
玉

ね
ぎ
の
生
産
面
積
30 

ha
を
目
標

に
進
め
る
こ
と
。

　
ま
た
「
斐
川
地
域
農
業
基
本

構
想
」
に
つ
い
て
は
、
向
こ
う

10
年
間
の
構
想
を
ま
と
め
、
従

来
の
【
も
の
づ
く
り
】【
ひ
と

づ
く
り
】【
し
く
み
づ
く
り
】

に
加
え
、
新
た
に
【
あ
き
な
い

づ
く
り
】を
掲
げ
た
こ
と
な
ど
、

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

斐
川
町
ぶ
ど
う
生
産
組
合
総
会

　
２
月
６
日
斐
川
町
ぶ
ど

う
生
産
組
合
（
矢
野
恵
司

組
合
長
）
は
、
令
和
５
年

度
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
斐
川
産
デ
ラ
ウ
ェ
ア
の

出
荷
販
売
実
績
は
、
近
年

新
植
・
改
植
し
た
園
か
ら

の
出
荷
も
増
え
、
重
量
で

８・57
ｔ（
前
年
比
１
３
１
・

２
％
）
と
大
き
く
増
加
し
、
販
売
金
額
も
１
１
，
０
５
６
千

円
（
前
年
比
１
２
９
・
９
％
）
と
、
平
成
30
年
産
以
来
の
１
，

０
０
０
万
円
超
え
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
粒
系
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は
６
月
末
か
ら
10
月
半

ば
ま
で
の
長
期
間
の
出
荷
で
し
た
。
高
単
価
が
期
待
で
き
る

盆
前
の
出
荷
量
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
重
量
９
・
08
ｔ（
前

年
比
92
・
０
％
）
で
し
た
が
、
販
売
金
額
で
２
２
，
９
３

１
千
円
（
１
０
９
・
１
％
）、
kg
単
価
は
２
，
５
２
６
円
（
前

年
比
１
１
８
・
７
％
）
と
前
年
を
大
き
く
上
回
る
実
績
で
、

斐
川
ぶ
ど
う
全
体
で
出

荷
量
22
・
０
ｔ
、
販
売

金
額
４
０
，
１
０
１
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
事
業
計
画
で
は
、
反

収
の
向
上
並
び
に
需
要

期
の
安
定
出
荷
に
よ
る

生
産
量
の
増
加
や
、
斐

川
ぶ
ど
う
の
Ｐ
Ｒ
の
た

め
に
積
極
的
な
食
育
活

動
・
販
促
活
動
を
行
う

こ
と
な
ど
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
２
月
９
日
、Ｊ
Ａ
別
館
ひ
か
わ
あ
ぐ
り
キ
ッ
チ

ン
ふ
ぁ
み
ー
ゆ
で
、
荘
原
地
区
　
日
本
料
理
「
ほ

う
吉
」
の
料
理
長
　
岩
谷
匡
浩
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、「
男
の
料
理
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
12
名
の
参
加
者
が
あ
り
、「
春
キ
ャ
ベ

ツ
と
豚
バ
ラ
肉
の
味
噌
ミ
ル
ク
鍋
」
と
「
大
根
と

鶏
も
も
の
煮
物
」
の
２
品
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し

た
。
初
め
に
岩
谷
講
師
の
お
手
本
を
見
た
後
４
班

に
分
か
れ
、
み
ん
な
で
分
担
し
て
レ
シ
ピ
を
見
な

が
ら
２
品
同
時
に
調
理
が
進
み
ま
し
た
。
料
理
の

経
験
は
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
で
し
た
が
、
和
気
あ
い

あ
い
と
手
早
く
約
30
分
で
出
来
上
が
り
、
い
よ
い

よ
お
待
ち
か
ね
の
試
食
で
す
。

　
ミ
ル
ク
鍋
は
、
豆
板
醬
と
お
ろ
し
ニ
ン
ニ
ク
の

香
り
が
効
き
な
が
ら
、
味
噌
と
た
っ
ぷ
り
と
入
れ

た
ミ
ル
ク
で
、
コ
ク
の
あ
る
柔
ら
か
い
風
味
が
絶

品
で
し
た
。

　
煮
物
は
、
先
に
ご
ま
油
で
焼
い
た
鶏
も
も
肉
が

香
ば
し
く
、
甘
辛
い
味
付
け
と
絶
妙
な
取
り
合
わ

せ
で
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
ご
飯
に
も
お
酒

に
も
、
と
っ
て
も
合
う
ね
」「
お
い
し
い
料
理
が

簡
単
に
で
き
た
。
ぜ
ひ
家
で
も
作
っ
て
み
た
い
」

「
料
理
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
増
え
て
よ
か
っ
た
」

と
大
好
評
で
し
た
。

　
残
っ
た
料
理
は
持
ち
帰
っ
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、「
鶏
肉
と
大
根
の
煮
物
を
食
べ
た
孫
が
、
美

味
し
か
っ
た
と
わ
ざ
わ
ざ
報
告
に
き
て
く
れ
て
感

激
し
ま
し
た
」
ま
た
「
早
速
ミ
ル
ク
鍋
を
作
っ
て
、

家
族
み
ん
な
に
大
好
評
で
し
た
」
と
、
う
れ
し
い

後
日
談
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

く
ら
し
の
活
動
事
業
「
男
の
料
理
教
室
」
開
催

　
２
月
26
日
Ｊ
Ａ
出
東
支
店
で
、
漢
方
医
学
に
造
詣
が
深

い
、
斐
川
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　
下
手
公
一
先
生
を
講

師
に
招
き
、「
長
生
き
と
美
肌
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
講
演
は
、
農
事
組
合
法
人
お
き
す
（
森
脇
康
博
組

合
長
）
の
通
常
総
会
に
併
せ
、
一
般
の
方
も
含
め
た
公
開

講
演
会
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
同
法
人
の
組
合
員

の
ほ
か
、
県
・
出
雲
市
・
Ｊ
Ａ
等
関
係
機
関
の
来
場
も
あ

り
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
森
脇
組
合
長
よ
り
、「
斐
川
地
域
で
は
約
70 

ha
・

１
１
７
ト
ン
の
ハ
ト
ム
ギ
を
生
産
し
て
い
る
。
ハ
ト
ム
ギ

を
使
っ
た
商
品
を
も
っ
と
メ
ジ
ャ
ー
な
も
の
に
し
て
、
地

元
斐
川
町
で
の
販
売
を
伸
ば
す
た
め
、
生
産
者
と
消
費
者

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
と
し
て
開
催
し
た
。」
と
熱
い

思
い
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
下
手
先
生
の
講
演
で
は
、
元
気
で
長
生
き
す
る

に
は
、「
感
情
の
起
伏
の
少
な
い
、
中
庸
で
穏
や
か
な
生

き
方
が
大
事
」「
笑
っ
て
生
活
す
る
こ
と
。
経
験
上
、怒
り
っ

ぽ
い
人
は
長
生
き
し
て
な
い
し
、
周
り
の
人
に
も
迷
惑
に

な
る
」
と
笑
い
を
交
え
、
一
方
で
「
病
気
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
精
度
の
高
い
検
査
も
不
可
欠
で
す
。」

　
ま
た
美
肌
を
保
つ
に
は
、
強
い
直
射
日
光
に
当
た
り
過

ぎ
な
い
こ
と
。
ま
た
ハ
ト
ム
ギ
は
漢
方
名
で
「
ヨ
ク
イ
ニ

ン
」
と
言
わ
れ
、
す
ぐ
れ
た
「
排
膿
効
果
・
消
炎
効
果
・

鎮
痛
効
果
・
美
肌
効
果
」
が
あ
る
。
特
に
「
排
膿
効
果
」

と
し
て
は
、
に
き
び
や
吹
き
出
物
な
ど
に
絶
大
な
効
果
が

期
待
で
き
る
と
、
ハ
ト
ム
ギ
へ
の
お
墨
付
き
を
い
た
だ
く

な
ど
、
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
あ
っ
と
い
う
間
の
１
時
間

で
し
た
。

　
会
場
で
は
、
各
種
ハ
ト
ム
ギ
商
品
も
販
売
さ
れ
て
お
り
、

お
買
い
求
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
長
生
き
と
美
肌
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
事
組
合
法
人
お
き
す
　
講
演
会
開
催

し
も 

て

　
Ｊ
Ａ
よ
い
食
工
房
で
は
、
斐
川
町
産

ハ
ト
ム
ギ
を
使
用
し
た
「
下
手
院
長
推

奨
の
は
と
む
ぎ
き
な
粉
」
を
は
じ
め
、

は
と
む
ぎ
茶
・
は
と
む
ぎ
チ
ョ
コ
な
ど

の
商
品
を
製
造
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
等
で
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
Ｐ
Ｒ
】
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ニュース トピックスニュース トピックス

矢野組合長のあいさつ

お手本で調理手順の確認 鍋の材料を切り分けて

鍋に盛り付け煮込みます

鶏肉は皮から焼いて

鍋のスープを作ります だいたい煮えたかな？

坪内議長による議事進行

令
和
５
年
度
の
農
業
振
興
方
策
を
共
有

　
　
　
　
　
全
役
職
員
　
農
業
振
興
大
会
開
催

　
２
月
２
日
と
３
日
、
斐
川
地
区
本
部
の
全
役
職
員
（
正
職
員
）
お
よ
び
運
営

委
員
を
対
象
に
、
令
和
５
年
度
の
斐
川
地
域
の
農
業
振
興
方
策
等
に
つ
い
て
学

習
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
農
業
振
興
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
内
容
と
し
て
は
、
２
月
３
日
か
ら
10
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
る
冬
期
営

農
座
談
会
の
内
容
に
関
連
し
、「
米
を
巡
る
情
勢
」「
園
芸
品
目
の
取
組
み
」「
事

業
承
継
の
取
組
み
」「
斐
川
地
域
農
業
基
本
構
想
」
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　「
園
芸
品
目
の
取
組
み
」
に

つ
い
て
は
、
広
域
玉
葱
調
製
保

管
施
設
の
稼
働
に
伴
い
、
製
品

率
が
向
上
し
黒
か
び
病
の
発
生

量
も
減
少
し
て
い
る
こ
と
。
玉

ね
ぎ
栽
培
に
お
い
て
も
、
乗
用

定
植
機
２
台
や
、
収
穫
に
お
け

る
大
規
模
体
系
２
台
・
中
規
模

体
系
３
台
の
機
械
化
一
貫
体
系

が
整
い
、
こ
れ
ら
を
貸
出
機
と

し
て
利
用
い
た
だ
き
、
初
期
投

資
の
削
減
と
労
力
の
軽
減
を
図

る
こ
と
で
、
斐
川
地
域
で
の
玉

ね
ぎ
の
生
産
面
積
30 

ha
を
目
標

に
進
め
る
こ
と
。

　
ま
た
「
斐
川
地
域
農
業
基
本

構
想
」
に
つ
い
て
は
、
向
こ
う

10
年
間
の
構
想
を
ま
と
め
、
従

来
の
【
も
の
づ
く
り
】【
ひ
と

づ
く
り
】【
し
く
み
づ
く
り
】

に
加
え
、
新
た
に
【
あ
き
な
い

づ
く
り
】を
掲
げ
た
こ
と
な
ど
、

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

斐
川
町
ぶ
ど
う
生
産
組
合
総
会

　
２
月
６
日
斐
川
町
ぶ
ど

う
生
産
組
合
（
矢
野
恵
司

組
合
長
）
は
、
令
和
５
年

度
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
斐
川
産
デ
ラ
ウ
ェ
ア
の

出
荷
販
売
実
績
は
、
近
年

新
植
・
改
植
し
た
園
か
ら

の
出
荷
も
増
え
、
重
量
で

８・57
ｔ（
前
年
比
１
３
１
・

２
％
）
と
大
き
く
増
加
し
、
販
売
金
額
も
１
１
，
０
５
６
千

円
（
前
年
比
１
２
９
・
９
％
）
と
、
平
成
30
年
産
以
来
の
１
，

０
０
０
万
円
超
え
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
粒
系
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は
６
月
末
か
ら
10
月
半

ば
ま
で
の
長
期
間
の
出
荷
で
し
た
。
高
単
価
が
期
待
で
き
る

盆
前
の
出
荷
量
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
重
量
９
・
08
ｔ（
前

年
比
92
・
０
％
）
で
し
た
が
、
販
売
金
額
で
２
２
，
９
３

１
千
円
（
１
０
９
・
１
％
）、
kg
単
価
は
２
，
５
２
６
円
（
前

年
比
１
１
８
・
７
％
）
と
前
年
を
大
き
く
上
回
る
実
績
で
、

斐
川
ぶ
ど
う
全
体
で
出

荷
量
22
・
０
ｔ
、
販
売

金
額
４
０
，
１
０
１
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
事
業
計
画
で
は
、
反

収
の
向
上
並
び
に
需
要

期
の
安
定
出
荷
に
よ
る

生
産
量
の
増
加
や
、
斐

川
ぶ
ど
う
の
Ｐ
Ｒ
の
た

め
に
積
極
的
な
食
育
活

動
・
販
促
活
動
を
行
う

こ
と
な
ど
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
２
月
９
日
、Ｊ
Ａ
別
館
ひ
か
わ
あ
ぐ
り
キ
ッ
チ

ン
ふ
ぁ
み
ー
ゆ
で
、
荘
原
地
区
　
日
本
料
理
「
ほ

う
吉
」
の
料
理
長
　
岩
谷
匡
浩
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、「
男
の
料
理
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
12
名
の
参
加
者
が
あ
り
、「
春
キ
ャ
ベ

ツ
と
豚
バ
ラ
肉
の
味
噌
ミ
ル
ク
鍋
」
と
「
大
根
と

鶏
も
も
の
煮
物
」
の
２
品
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し

た
。
初
め
に
岩
谷
講
師
の
お
手
本
を
見
た
後
４
班

に
分
か
れ
、
み
ん
な
で
分
担
し
て
レ
シ
ピ
を
見
な

が
ら
２
品
同
時
に
調
理
が
進
み
ま
し
た
。
料
理
の

経
験
は
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
で
し
た
が
、
和
気
あ
い

あ
い
と
手
早
く
約
30
分
で
出
来
上
が
り
、
い
よ
い

よ
お
待
ち
か
ね
の
試
食
で
す
。

　
ミ
ル
ク
鍋
は
、
豆
板
醬
と
お
ろ
し
ニ
ン
ニ
ク
の

香
り
が
効
き
な
が
ら
、
味
噌
と
た
っ
ぷ
り
と
入
れ

た
ミ
ル
ク
で
、
コ
ク
の
あ
る
柔
ら
か
い
風
味
が
絶

品
で
し
た
。

　
煮
物
は
、
先
に
ご
ま
油
で
焼
い
た
鶏
も
も
肉
が

香
ば
し
く
、
甘
辛
い
味
付
け
と
絶
妙
な
取
り
合
わ

せ
で
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
ご
飯
に
も
お
酒

に
も
、
と
っ
て
も
合
う
ね
」「
お
い
し
い
料
理
が

簡
単
に
で
き
た
。
ぜ
ひ
家
で
も
作
っ
て
み
た
い
」

「
料
理
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
増
え
て
よ
か
っ
た
」

と
大
好
評
で
し
た
。

　
残
っ
た
料
理
は
持
ち
帰
っ
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、「
鶏
肉
と
大
根
の
煮
物
を
食
べ
た
孫
が
、
美

味
し
か
っ
た
と
わ
ざ
わ
ざ
報
告
に
き
て
く
れ
て
感

激
し
ま
し
た
」
ま
た
「
早
速
ミ
ル
ク
鍋
を
作
っ
て
、

家
族
み
ん
な
に
大
好
評
で
し
た
」
と
、
う
れ
し
い

後
日
談
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

く
ら
し
の
活
動
事
業
「
男
の
料
理
教
室
」
開
催

　
２
月
26
日
Ｊ
Ａ
出
東
支
店
で
、
漢
方
医
学
に
造
詣
が
深

い
、
斐
川
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　
下
手
公
一
先
生
を
講

師
に
招
き
、「
長
生
き
と
美
肌
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
講
演
は
、
農
事
組
合
法
人
お
き
す
（
森
脇
康
博
組

合
長
）
の
通
常
総
会
に
併
せ
、
一
般
の
方
も
含
め
た
公
開

講
演
会
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
同
法
人
の
組
合
員

の
ほ
か
、
県
・
出
雲
市
・
Ｊ
Ａ
等
関
係
機
関
の
来
場
も
あ

り
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
森
脇
組
合
長
よ
り
、「
斐
川
地
域
で
は
約
70 

ha
・

１
１
７
ト
ン
の
ハ
ト
ム
ギ
を
生
産
し
て
い
る
。
ハ
ト
ム
ギ

を
使
っ
た
商
品
を
も
っ
と
メ
ジ
ャ
ー
な
も
の
に
し
て
、
地

元
斐
川
町
で
の
販
売
を
伸
ば
す
た
め
、
生
産
者
と
消
費
者

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
と
し
て
開
催
し
た
。」
と
熱
い

思
い
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
下
手
先
生
の
講
演
で
は
、
元
気
で
長
生
き
す
る

に
は
、「
感
情
の
起
伏
の
少
な
い
、
中
庸
で
穏
や
か
な
生

き
方
が
大
事
」「
笑
っ
て
生
活
す
る
こ
と
。
経
験
上
、怒
り
っ

ぽ
い
人
は
長
生
き
し
て
な
い
し
、
周
り
の
人
に
も
迷
惑
に

な
る
」
と
笑
い
を
交
え
、
一
方
で
「
病
気
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
精
度
の
高
い
検
査
も
不
可
欠
で
す
。」

　
ま
た
美
肌
を
保
つ
に
は
、
強
い
直
射
日
光
に
当
た
り
過

ぎ
な
い
こ
と
。
ま
た
ハ
ト
ム
ギ
は
漢
方
名
で
「
ヨ
ク
イ
ニ

ン
」
と
言
わ
れ
、
す
ぐ
れ
た
「
排
膿
効
果
・
消
炎
効
果
・

鎮
痛
効
果
・
美
肌
効
果
」
が
あ
る
。
特
に
「
排
膿
効
果
」

と
し
て
は
、
に
き
び
や
吹
き
出
物
な
ど
に
絶
大
な
効
果
が

期
待
で
き
る
と
、
ハ
ト
ム
ギ
へ
の
お
墨
付
き
を
い
た
だ
く

な
ど
、
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
あ
っ
と
い
う
間
の
１
時
間

で
し
た
。

　
会
場
で
は
、
各
種
ハ
ト
ム
ギ
商
品
も
販
売
さ
れ
て
お
り
、

お
買
い
求
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
長
生
き
と
美
肌
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
事
組
合
法
人
お
き
す
　
講
演
会
開
催

し
も 

て

　
Ｊ
Ａ
よ
い
食
工
房
で
は
、
斐
川
町
産

ハ
ト
ム
ギ
を
使
用
し
た
「
下
手
院
長
推

奨
の
は
と
む
ぎ
き
な
粉
」
を
は
じ
め
、

は
と
む
ぎ
茶
・
は
と
む
ぎ
チ
ョ
コ
な
ど

の
商
品
を
製
造
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
等
で
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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杉谷真由美 斐川中部支店長補佐兼支店係長 斐川中部支店長補佐

岡　　佳代 斐川中部支店支店係主任 出西支店支店係主任

黒田　裕子 斐川中部支店支店係主任 荘原支店支店係主任

陰山　佳世 斐川中部支店共済普及係主任 出東支店金融渉外係主任

神田　伸彦 出東支店長兼金融渉外係長兼共済普及係長 荘原支店長兼共済普及係長

尾原　伸明 出東支店長補佐 本店金融部金融企画課

金築　友美 出東支店支店係長 出東支店支店係主任

内田　智子 出東支店支店係主任 出東支店支店係

福間　綾夏 出東支店金融渉外係 出西支店支店係

人事異動【令和５年３月 1 日付】
氏 　名 新　　　任 旧　　　任

伊勢　雅和 統括部長兼企画総務部長兼生活部長兼組織広報課長 営農部長兼営農企画課長

玉木　勝義 営農部長兼営農第一課長 営農部次長兼営農第一課長

新宮　教秀 営農部営農企画課長 営農部営農第二課長補佐

大国　満瑠 営農部営農企画課係長 営農部営農企画課主任

渡部　　学 営農部営農第二課長補佐 営農部営農第二課係長

川上　貴史 生活部次長 出東支店長兼金融渉外係長兼共済普及係長

片寄　泰行 生活部ガス住宅課主任 生活部ガス住宅課

多々納浩之 斐川統括支店長兼金融課長 統括部長兼企画総務部長兼組織広報課長

池田　直紀 斐川統括支店金融課係長 斐川統括支店金融課主任

飯塚　英行 荘原支店長兼共済普及係長 斐川統括支店金融課長

三加茂美和子 荘原支店支店係長 斐川中部支店支店係主任

松本　大輔 荘原支店共済普及係主任 斐川中部支店支店係主任

星野　淳司 出西支店長補佐 出西支店長補佐兼支店係長

深津　一徳 出西支店支店係長 本店共済部共済指導課（LAトレーナー）

野村　由希 出西支店支店係長 斐川中部支店支店係長

北村　和之 出西支店支店係主任 出西支店支店係

本店　人事異動【令和５年３月１日付】
氏 　名 新　　　任 旧　　　任

植田　　誠 金融部金融企画課 出東支店支店係主任

金築　辰弥 資金部資金運用課（窓口） 斐川統括支店金融課

古志　達郎 共済部共済指導課（LAトレーナー） 斐川中部支店共済普及係主任

蝶野いずみ 監査部 リスク管理部危機管理課

北村　　徹 人事部付（ＪＡ共済連島根出向） 共済部共済事務センター自動車共済課

退　　職【令和５年２月２８日付】
氏 　名 退職事由 旧　　　任

佐藤　安弘 定年退職 斐川統括支店長

伊藤　　猛 定年退職（選択） 生活部長

小松原雄太 依願退職 荘原支店共済普及係主任

氏 　名 新　　　任 旧　　　任
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